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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C2H2型ジンクフィンガードメインを有するタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、トランスフォーミング成長因子βシグナル伝達のエフェクターとして機能する転写抑制因子です。このタンパク質の活性は、癌、特に膵臓癌の増殖を阻害する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年6月],機能：細胞増殖の調節に関与する転写抑制因子。細胞増殖を阻害します。コンセンサス配列5'-GGTGTG-3'に結合します。,誘導：TGF-βによる。,PTM：ユビキチン化。SIAH1によって媒介され、その後プロテアソームによる分解を引き起こします。,類似性：Sp1 C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：3つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,
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	KLF10/11抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

